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序章 計画策定の目的 

 

１．計画策定の背景と目的 

高山市は、平成 17年（2005）2月の近隣 9町村との合併により、2177.61㎢という日本一

広い面積を持つ自治体となると同時に、国・県・市合わせて 900 件を越える指定文化財を

有することとなった。合併後の高山市においては、広大な市域全体の一体感の醸成ととも

に、豊かな地域資源、歴史・文化遺産の活用による地域活性化が求められていた。 

 これらの取り組みを進める中で、平成 20 年（2008）5 月に国土交通省・文部科学省・農

林水産省の共管法として「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」が

制定され、同年 11月に施行された。 

そこで本市では、歴史的な町並みや地域固有の伝統文化等をまちづくりの要素の一つ

として活用するため、同法による「高山市歴史的風致維持向上計画」を策定し、平成 21年

（2009）1 月 19 日に全国初となる国の認定を受け、計画に基づいた歴史的風致の維持及

び向上に関する事業に 10年間にわたって取り組んできた。 

取り組みでは、旧矢嶋邸等整備事業により気軽に高山の歴史文化を学ぶことができる

飛騨高山まちの博物館を整備し、ここを基点とした文化財等を巡る周遊ルートを整備した

ほか、無電柱化や建造物等の修景など景観の向上に資する事業、祭礼行事や伝統文化

の継承に係る支援等を実施した。 

その結果として、まちの魅力や景観の向上、外国人旅行者を含む観光客の増加、高山

祭の継承や町並み保存に関する住民活動の活発化などの成果が表れた。さらに、平成

30年度から稼働する飛騨高山まちの体験交流館についても、まちの博物館との一体活用

が見込まれている。 

一方で、居住者の減少や少子高齢化に伴う担い手不足は未だ深刻であり、歴史的建

造物の維持や伝統文化等の継承に関する事業については更に重点的に取り組む必要が

ある。加えて、近年の観光客の増加に伴い、一部の地域への観光客の集中、外国人観光

客への対応力の強化といった新たな課題への対策が求められている。 

当市のまちづくりを進めるうえでの柱の一つとして、継続的に歴史的風致の維持及び向

上を図ることで市民の郷土愛を高め、今後 50年、100年先にも本市固有の歴史的な町並

みや伝統文化が継承されるとともに、取り組みから波及する交流人口の増加、定住の促

進等による地域活性化につなげていくため、「高山市歴史的風致維持向上計画」の第二

期計画を策定し引き続き事業を推進する。 
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２．計画期間 

本計画の期間は、終期を高山市第八次総合計画と整合させ、平成 30 年（2018）度から

令和 6年（2024）度までの 7 ヵ年とする。 

 

３．計画の策定体制 

本計画の策定にあたっては、事務局である都市整備課と文化財課の連携により計画案  

の検討・作成を行い、計画に掲載すべき事業については、庁内の関係各課との協議によ

り抽出作業を行った。また、法定協議会である高山市歴史的風致維持向上計画協議会に

おいて計画案の検討を行うとともに、高山市文化財審議会への意見聴取を行った。  

成 果 
○拠点施設整備や景観の改善によるまちの魅力の向上 

○周遊ルートの整備等による観光客の回遊性の向上 

○外国人観光客を含む観光客の増加 

○高山祭の継承や町並み保存に関する住民活動の活発化 

課 題 

○歴史的建造物の維持や伝統文化等の担い手不足 

○一部の地域への観光客の集中 

○外国人観光客への対応力の強化 

第一期計画においての取り組み 

○旧矢嶋邸等整備事業、旧森邸等整備事業による拠点施設の整備 

○周遊ルート、休憩スポット、案内表示等の整備 

○下二之町大新町伝統的建造物群保存地区等の無電柱化事業 

○建造物や看板の修景 

○歴史的建造物の公有化 

○高山祭等の祭礼行事、伝統芸能等の継承に関する支援 

第二期計画の策定 
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高山市歴史的風致維持向上計画策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【高山市庁内組織】 

関係課 

（庁内の合意形成） 

・企画課 

・財政課 

・建設課 

・維持課 

・観光課 

・商工課 

・海外戦略課 

・生涯学習課 

【法定協議会】 

高山市歴史的風致 

維持向上計画協議会 

 

（計画案の検討） 

 

・高山市副市長 

・岐阜県高山土木事務所長 

・岐阜県文化伝承課長 

・高山市文化財審議会会長 

・高山市美しい景観と潤いのある 

まちづくり審議会会長 

・高山市景観町並保存連合会会長 

 

「地域における歴史的風致の維持 

及び向上に関する法律」第 11条に 

基づく協議会 

事務局 

（計画案の検討・作成） 

・都市整備課 

・文化財課 

意見 

市長 

高山市歴史的風致維持向上計画の決定 

協議 

主務大臣 

文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣 

提案 

市 民 
市議会 

市文化財審議会 

意見 

意見 

意見募集 

高山市歴史的風致維持向上計画の認定 

認定申請 

認定 

報告 
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４．計画策定の経緯 

平成 21年 1月 19日 

平成 24年 3月 27日 

平成 25年 3月 6日 

平成 25年 3月 29日 

平成 26年 3月 7日 

平成 26年 3月 31日 

平成 27年 3月 25日 

平成 29年 9月 11日 

 

平成 29年 10月 16日 

 

平成 29年 11月 21日 

 

平成 29年 12月 3日 

平成 29年 12月 8日 

 

平成 29年 12月 12日～

平成 30年 1月 10日 

平成 29年 12月 20日 

 

平成 30年 2月 28日 

平成 30年 3月 26日 

令和 2年 2月 19日 

令和 3年 2月 15日 

「高山市歴史的風致維持向上計画」（第一期）の認定 

軽微な変更の届出 

計画変更の認定申請 

計画変更の認定 

計画変更の認定申請 

計画変更の認定 

軽微な変更の届出 

関係課協議 

・第二期計画策定に向けた協議 

政策調整会議 

・第二期計画策定に向けた庁内協議 

高山市議会産業建設委員会 

・第二期計画（案）の協議 

第一期計画の最終評価に係る外部評価（現地確認） 

高山市文化財審議会 

・第二期計画（案）の意見聴取 

市民意見募集 

・第一期計画の最終評価（案）及び第二期計画（案） 

高山市歴史的風致維持向上計画協議会 

・第一期計画の最終評価（案）及び第二期計画（案）の協議 

第一期計画の最終評価の提出及び第二期計画の認定申請 

「高山市歴史的風致維持向上計画」（第二期）の認定 

軽微な変更の届出 

軽微な変更の届出 

 

高山市歴史的風致維持向上計画協議会 

（平成 29 年 12 月 20 日） 


